
戦

前

、

大

阪

城

本

丸

東

隣

に

本

部

の

あ

っ

た

大

阪

砲

兵

工

廠

（

大

正

一

二

年

に

陸

軍

造

兵

廠

大

阪

工

廠

、

昭

和

一

五

年

に

大

阪

陸

軍

造

兵

廠

と

改

称

）

は

、

ア

ジ

ア

屈

指

の

兵

器

工

場

で

し

た

が

、

そ

の

支

廠

で

あ

る

播

磨

製

造

所

は

高

砂

の

海

浜

部

に

建

設

さ

れ

ま

し

た

。

現

在

、

三

菱

重

工

業

高

砂

製

作

所

が

あ

る

あ

た

り

を

中

心

に

約

五

〇

万

坪

の

敷

地

が

確

保

さ

れ

ま

す

。 

昭

和

二

〇

年

九

月

末

の

『

大

阪

陸

軍

造

兵

廠

ノ

現

況

』
に

よ

れ

ば

、

京

都

～

島

根

の

各

地

に

展

開

す

る

同

廠

直

営

事

業

所

中

、

播

磨

製

造

所

の

一

六

〇

万

㎡

と

い

う

敷

地

面

積

は

抜

群

で

、

大

阪

本

廠

の

一

一

七

万

㎡

を

も

凌

駕

し

ま

す

。 

敗

戦

時

、

播

磨

製

造

所

で

は

四

工

場

が

稼

動

し

、

火

砲

・

高

射

砲

の

砲

身

素

材

な

ど

が

生

産

さ

れ

て

い

ま

し

た

が

、

空

襲

を

受

け

な

か

っ

た

た

め

機

械

設

備

も

無

傷

で

残

り

ま

し

た

。

戦

後

、

こ

の

設

備

の

一

部

を

借

受

け

て

操

業

し

た

の

が

国

鉄

高

砂

工

場

（

大

鉄

局

高

砂

工

機

部

）

で

す

が

、

昭

和

二

七

年

、

旧

造

兵

廠

敷

地

の

三

分

の

一

に

お

よ

ぶ

空

地

払

下

げ

先

が

神

戸

製

鋼

に

決

る

に

あ

た

り

、

往

時

の

悲

話

が

伝

え

ら

れ

ま

し

た

。 

「

昭

和

十

三

年

十

一

月

、

旧

陸

軍

に

よ

っ

て

同

〔

荒

井

〕

村

の

田

三

十

三

万

二

千

坪

、

畑

一

万

一

千

坪

、

宅

地

千

二

百

坪

、

そ

の

他

一

万

三

千

三

百

坪

を

戦

争

目

的

の

た

め

無

理

や

り

に

買

上

げ

ら

れ

た

。

こ

の

土

地

は

全

村

農

地

の

六

〇

％

を

占

め

、

三

百

余

の

農

家

の

半

数

が

失

業

し

」
、
ま

た

造

兵

廠

操

業

後

の

移

住

者

激

増

で

も

「

村

は

大

き

な

負

担

に

苦

し

め

ら

れ

た

。
」（
『

神

戸

新

聞

』

昭

和

二

七

年

一

月

五

日

） 

そ

し

て

、

造

兵

廠

の

進

出

を

機

に

、

高

砂

は

都

市

計

画

法

の

適

用

を

受

け

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。 

（

高

砂

市

史

編

さ

ん

専

門

委

員 

大

森 

実

） 

 

 
▲ 造 兵 廠 の 印（ 砲 身 ）が

デ ザ イ ン さ れ た マ ン

ホ ー ル の 蓋（ 山 電 荒 井

駅 南 に 現 存 ）  
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